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「シンジさんとはなちゃんの話から人権について語り合う」・前編
1・2学年合同人権学習(3月17日)

先週水曜日の学年合同人権学習。思い出深い時間に

なりました。記録した動画を見ている最中に，次々と

みなさんの感想が届いてきたのですが，読んでいる間

中ずっと胸が熱いままで，身動きがとれなくなってし

まいました。

みんなしっかり聴き，それぞれに自分の頭で悩み，

考えていたことが，感想から伝わってきました。それ

はお二人の話の中身もあるでしょうが，みなさん自身

が，何が正しくてどう考えればいいのか，同級生や他

学年と思いを意見交換したからではないでしょうか。

受け身の学習はなかなか身につきません。でも，自ら

汗をかけば，それは体が覚えます。発表した人はなお

さら，してなくても頭の中でしっかり汗をかいた人は，

受け身の学習ではなかったのだと思います。

シンジさんとはなちゃんにも読んでもらいたいので

すが，とにかくみなさんも読んでみてください。同級

生がどんな思いを持ったのか。どうぞ。

■シンジさんとはなさんの話を聴いていて，とても生々

しい話で少し驚きました。私の母からも部落差別の話を

聴いて，とても最近のものとは信じられませんでした。

私の周りには部落差別を受けている人がいないので，

やはりまだ実感が湧きませんでした。

話し合いの中で，「部落差別について勉強しない方

が良いのでは」という意見について話し合いましたが，

私も正直とても迷いました。私自身あまりしたくないとい

う思いが強く，その差別があった過去を認めたくないと

いう思いもあります。勉強しない方が絶対楽だと思いま

す。しかし，差別されていた人，されている人，シンジさ

ん，はなさんの気持ちを考えると，勉強しなくてはいけ

ないと思います。はなさんの言っていたとおり，無知は

とても怖いし，正しい知識をつけることは大切だと思う

ので，人権学習はしないといけないと思いました。そし

て，差別をしている人がいたら，「違うと思う」と言える

力をつけていきたいと思いました。 １組IM

どうすれば，その力はつくのか？

■お互いの思いを大切にし合えるって，素敵だなと思

いました。私にはそんな親友が３人います。これからも

その３人を大切にしようと思いました。

勉強しなければ差別がなくなるんじゃないかという意

見がありましたが，私はそうではないと思います。必ず

しも，一生のうちで１回も部落差別という言葉を耳にし

ないとは限りません。勉強しなかったら，周りの流れに

乗って差別をしてしまう人が増えると思います。差別に

ついて学び，差別を目の当たりにしたときに，おかしい

と自分の意見を言えるようになりたいです。

１人に人生は１度しかありません。差別をされたま

ま，差別をしたまま，差別を目の当たりにしても，何も

言えないまますごした時間は戻りません。同じ人間な

のに，生まれた場所が違っただけで，嫌な思いをする

人が増えなければならないのかとか，悔しさとかその強

い思いはきっと誰かに伝わるはずです。自分たちの思

いを発信して，同じ気持ちを持っている人が増えれば

いいなと思いました。今日の集会で話してくださった方

の強い思いは，きっと誰かに届いています。

１組AY

あなたにも，届きましたか？

■私は今回の話を聴いて，自分の身近なところに部落

差別を受けている人がいるんだなと感じました。もしか

したら自分が知らないだけで，同じ学校の人，友達の

中にも差別地区の子がいるのではないか。

でも，差別されている，されていないの問題じゃな

い。その人が昔からの意味のない差別に縛られて暮ら

していく。それがどれだけ辛いか，苦しいか。それはそ

の本人でないと分からない。分からないけど，その人の

支えになることができる。その人の助けになれる。だか

ら，差別を受けてきた人がその人のありのままでいら

れるように，私たちは力を合わせて差別という言葉をな

くしていかなくてはならない。生き物に上や下なんてなく

て，みんな同じで。みんなが自由に生きていけるよう

に，これから差別について深く考えなければいけないな

と思いました。

吉成先生の「学習するから差別はなくならないのか」

という質問に対して私は，学習してもしなくても，もしか

したらなくならないのかもしれない。でも減らすことはで

きる。だから私は学習をこれからもずっと続けた方が良

いと思います。 ２組MR

なくすのは，何か？

■実際にあったことなどをたくさん話してもらい，とても

勉強になりました。

差別の勉強をしなければ，差別はなくなるのではな

いか，という意見があったと矢野先生から聞いたとき，

はじめは「なるほど，確かにその策もあるな」と思いまし

た。でもすぐに，勉強はするべきだと考えが変わりまし

た。シンジさんの涙を見たからです。差別をしていた人

を無視することはできないと思いました。また，子どもた

ちが勉強をせずに差別のことを知らないとしても，親や

祖父母などは知っています。正しい知識を持っていな

い子どもたちは，きっとその差別を信じ，広げていくでし

ょう。

はなちゃんが言いました「一番怖いのは無知なこと

だ」と。私もそう思います。差別は決してなくなりませ

ん。でも，差別に負けないよう，違いを認め合って，新し

い差別が生まれないよう，差別が減っていくように，私

たちも差別された人たちの意思を受け継いでいこうと思

います。 ３組YM

■人権学習はした方が良いのか，しない方が部落差別



がなくなるのではないか，という質問がありましたが，

私はした方が良いと思います。それは，差別がなくなっ

たとしても，なくならなかったとしても。

そう考える理由は，私は人権学習を深めることで，差

別を０(ゼロ)にしてしまうように減らせるように考えて０

(ゼロ)に最終するというのは，私は違うと思います。で

も，差別がなくならなくて良いということではありませ

ん。私の意見としては，人権・差別について時間をも

ち，どう行動していけるのかを考える場所・時間が必要

だと思うから，なくなろうが，なくならなかったとしても，

考える必要性はすべての人に必要と思うからです。

私も差別をなくすことは恐らくできないと思います。だ

けど，考えることはできるから，学校で人権学習という

時間を設けて，向き合った方が良いと思います。部落

差別も人種差別も，すべての差別において，考える必

要があると思います。

無知は怖いと言っていましたが，私はそう思います。

知らなかっただけということで済まされていくのは良くな

いと思いますが，この今の世の中はそういうふうになっ

ていて，謝っていれば，反省すれば，という流れがある

ように思います。それは学校の中では特に多いように

感じられます。だから私は，考える必要があるし，伝え

合っていく必要があると思います。 ４組YK

そういう「場所・時間」がなければ，どうする？

■今回の人権学習で，私は知るということが本当に大

事だと思いました。あと，はなさんも言っていたけど，知

って自分の考えをもつということが心に残りました。自

分の考えを持っておかないと，いつも他に流されてしま

い，相手を傷つけることにつながると思いました。なの

で人権学習をした方がいいのかということでもあったけ

ど，勉強をして知り，それに向き合うことが大切だと思

いました。

そしてシンジさんのことで，なかったことにしたくない

ということで，私もちゃんとそのことから逃げないで向き

合いたいと思いました。忘れたくないことだと思いまし

た。

あと，吉成先生とはなさん，シンジさんを見ていて，

私は今つながっている人を本当に大切にしたいと思い

ました。その方法の一つに，これから言葉というものを

大切にしたいと思います。例えば先生や先輩だけでは

なく，近所の人にあいさつをしたり，日々の中でごめん

とか，ありがとうなど，勇気がいることもあるかもしれな

いけど，ちゃんと文字にして相手に伝えることで，互い

のことを大切にしていきたいと思いました。

今日の人権集会はとても楽しかったです。これからも

人権について知りたいと思いました。部落のことだけで

はなく，白人・黒人差別など，いろんなことについて知り

たいです。そして，私は私ができる，人を大切にするこ

とや，挨拶をすること，決めつけずに知ることなど，や

れることから頑張りたいです。 ５組OC

■今回の人権集会で，「結婚するのはだめ」と言われ

たという話を聞いて，部落出身なだけで差別されるの

はおかしいと思った。他にも，部落の子と遊んではいけ

ないとか，丙午に生まれた女性は結婚できないなど

の，おかしい差別がたくさんある。そういうことに，しっ

かり「おかしい」と言えるようになろうと思った。

今回の話し合いでは，「人権学習は必要か」というテ

ーマで，とても盛り上がっていた。いろんな意見が出て

いたが，私は必要だと思う。なぜなら，勉強しなかった

ら，間違った情報を信じてしまい，さらに差別がひどくな

るのではないかと思うからだ。また，シンジさんが言っ

ていた，部落差別がないことになると悲しい，あることを

ないことにはできないということに納得した。他にも戦

争と差別の学習は同じで，二度と同じ間違いを繰り返さ

ないためにしているという意見や，河見先生が言ってい

た，勉強をしていれば，差別やいじめを受けている人を

助けられるという意見に，なるほどと思った。私も，助け

られる人になるために，学習をしていきたいと思った。

そして，吉成先生が言っていた，人権学習で人とつ

ながることができるということが心に残っている。これか

らも，人とのつながりを大切に，人権学習をしていきた

い。 ５組KC

■今回の話を聞いて思ったことは，この部落差別を勉

強しなくていいか，するべきかという話題に，みんなの

意見について疑問が浮かびました。どうして勉強しない

方が差別がなくなると思っているのかなと思いました。

「勉強をしてもしなくても，差別がなくならないのなら，勉

強しなくてもいいと思う」って言ってた人は人任せにし

て，自分から差別をなくそうと行動に移していない人だ

と思いました。

それから「勉強しなくてもいいと思う」は，シンジさん

が言っていた「あることをないことにしないでほしい」と

いう言葉を一瞬にして裏切っていると思いました。はな

ちゃんの言っていた通り，無知なのは本当に怖いもの

だと思います。だから，あることをないようにするのでは

なく，あることをきちんと知って，しなければいけない行

動をしていくのが自分たちのするべきことだと思いまし

た。 ６組NY

■今日，「シンジさんとはなちゃん」の話を聞き，１・２年

生で全体学習して，今まで差別について道徳・総合

の時間に学んできたことが，「本当にそんなひどいこと

をする人がいるのか？」と疑問に思うところがあったけ

ど，実際に部落出身の人が，今まで生きてきた中で悲

しかったこと，逆に嬉しかったことを聞き，現在もまだ差

別で苦しんでいる人が必ずどこかにはいるんだなぁと

思いました。

また，「差別についての学習をしなければ，差別はな

くなるのではないか」という質問では，たくさんの人が様

々な意見を出していて，とても良かったと思いました。

そして僕の意見は，きちんと学習して，正しい知識を得

て，親世代やもっと古い世代の人たちが差別のことを

自分に言ってきたら，正しいことを教えてあげたら，自

然と差別はなくなるのではないかと思いました。今日は

貴重なお時間をいただきありがとうございました。

６組KS

言ってくるのは親や祖父母世代とは限りません。現

に今回みなさんが，「知るからなくならないのか？」

と議論したのは，そういう意見があったからです。「知

らせるからなくならない」という意見に出くわすこと

は，これからもあるかもしれません。そのときに，ど

うするかです。 続きは「25号・後編」へＧＯ！


